
新しい年
出会う言

こと

の葉
は

心に宿る
新春特別企画
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新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
町
民
の
み
な

さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
新
た
な
お
気
持
ち
で
初
春
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
ま
た
、
平
素
よ
り
町
政
の

推
進
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
と
い
う
未
曽
有
の
大
災
害
が
発
生
し
、

私
た
ち
は
大
変
な
衝
撃
を
受
け
る
と
同
時
に
、
改
め
て
自
然
の
怖
さ

を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
年
で
も
あ
り
ま
し
た
。
被
災
地
の
一
日
も
早
い

復
興
を
願
い
、
あ
わ
せ
て
本
町
の
防
災
環
境
の
整
備
に
意
を
注
ぎ
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
２
期
目
も
半
ば
に
な
ろ
う

と
し
て
い
ま
す
が
、
町
民
の
み
な
さ
ま
に
お
約
束
い
た
し
ま
し
た「
ま

ち
づ
く
り
の
諸
施
策
」に
つ
い
て
、
そ
の
進し

ん

捗ち
ょ
く

状
況
を
ご
報
告
し
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

最
近
、
絆
の
再
生
と
い
う
こ
と
を
よ
く
耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
が
、
か
つ
て
向
こ
う
三
軒
両
隣
と
表
現
さ
れ
た
よ
う
に
、
地
域

の
結
束
は
強
固
な
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
本
町
に
お
い
て
も
こ
の
こ

と
を
重
視
し
、「
助
け
合
い
支
え
合
え
る
」
地
域
環
境
の
創
造
を
喫
緊

の
課
題
と
し
て
、
町
内
の
12
行
政
区
を
モ
デ
ル
地
区
に
指
定
し
、
取

り
組
み
を
始
め
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
こ
の
施
策
は
、
社
会
福

祉
協
議
会
と
連
携
し
な
が
ら
推
進
を
図
っ
て
い
ま
す
が
、
平
成
24
年

度
も
新
た
に
12
行
政
区
の
募
集
を
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
是
非
ご
協

力
い
た
だ
き
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

次
に
、
観
光
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
で
す
が
、
そ
の
成
否
は
、

今
後
の
福
智
町
の
浮
沈
を
左
右
す
る
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
ほ

ど
重
要
な
施
策
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
幸
い
本
町
は
、
人
材
や
自
然

そ
し
て
発
信
力
の
あ
る
上
野
焼
や
温
泉
な
ど
豊
富
な
資
源
に
恵
ま
れ

て
お
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
有
効
活
用
が
図
れ
れ
ば
、
必
ず
観
光
の
ま
ち

と
し
て
の
位
置
づ
け
が
で
き
る
も
の
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

農
業
振
興
の
面
で
も
、
地
元
産
の
野
菜
な
ど
は
地
元
で
消
費
す
る
環

境
づ
く
り
を
模
索
し
た
り
、
オ
リ
ー
ブ
の
植
栽
に
向
け
て
準
備
を
進

め
る
な
ど
、
鋭
意
努
力
を
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
い
ず
れ

に
い
た
し
ま
し
て
も
、
１
月
中
旬
か
ら
２
月
上
旬
に
か
け
て
、
町
政

報
告
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
の
で
、
改
め
て
ご
説
明
さ
せ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
町
民
の
み
な
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と

な
り
ま
す
よ
う
に
念
じ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

共に助け合い、支え合える地域づくりを目指して。

西郷隆盛の言葉で「常に自分のやるべきことを尽くし、物事がうまくいかない場
合も、自分の至らぬ点を見つめ直して反省し、自分自身を磨く」という心掛け。
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新
し
い
年
を
迎
え
た
今
は
、
気
持
ち
を
新
た
に
切
り
替
え
る
絶
好
の
機
会
。

抱
負
や
考
え
な
ど
の「
言
葉
」を
心
に
誓
う
か
た
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
回
は
、
住
民
の
み
な
さ
ん
と
か
か
わ
り
の
深
い
団
体
や
組
織
の
代
表
者
な
ど
18
人
に
、

人
生
に
お
い
て
の「
座
右
の
銘
」を
伺
い
ま
し
た
。
団
体
・
組
織
の
活
動
と
合
わ
せ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

消防団は、団員の心がまとまっていな
ければ、災害現場に行ってもスムーズ
に活動できないため「輪」を大切にす
るよう心がけてきました。団員の協力
のおかげで福智町消防団は一致団結
し、日々の活動に取り組めています。

福智町消防団 丸山 米太郎 団長（伊方）

　福智町消防団…370人の団員が15の分団
に分かれ、平常時、災害時を問わず地域に密
着してみなさんの生命と財産を守っています。

人生はつらいことや苦しいことの連続
です。しかし「艱難汝を玉にす」とい
う言葉のとおり、多くの苦労を乗り越
えてこそ、立派な人間になれるもの。
困難にも前向きに挑む姿勢で、地域
の課題解決を目指したいと思います。

福智町行政区長会 原田 正 会長（伊方）

　福智町行政区長会…地域をまとめ、行政へ
の要望などを行う区長。区長会は町内83区の
区長で組織され、年１回の総会を行っています。

昔の農家は、小さな土地で稲一本ま
で大切に育てていましたが、今はそん
な努力が少なくなっています。しかし
日本は農業あってこその国。農業者は
努力を尽くし、消費者はぜひ地元産の
安心・安全なものを購入してください。

福智町農業委員会 仲島 澄男 会長（伊方）

　福智町農業委員会…町内642の農業者から
推薦や選挙で選ばれ、農業に関する情報を共
有し合い、活力ある農業社会を目指しています。

小学生の時、先生がでんでん虫の絵と一緒にこの言葉を書いてくれ、40年
が過ぎても心に残っているほど、当時感動しました。わたしはいつも「教育
には“夢”と“ロマン”が必要」と言っていますが、その根底には“努力”が不
可欠です。目の前のことに一生懸命努力している人には夢が育まれますが、
適当に生きていると次の目標も見えてきません。「努力すれば結果がつい
てくる。人は変わることができる」と、福智の子たちには知ってほしいです。

福智町教育委員会 嶋野 勝 教育長（弁城） 福智町 柴田 政文 副町長（上野）

「他人から騙されることは決しておもしろいことではないけれど、騙す人
にも何か事情があるのだと思って、それに気付かないフリをする。そんな
寛大な気持ちで接していれば、その中から本当の信頼関係が生まれる」。
幼い頃から、父にそう教えられてきました。正直な心で接すれば、相手
も心を開いてくれるはず。行政においても、みなさんとの信頼関係を築
きながら、一丸となって福智町の発展に取り組んでいきたいと思います。

新春
特別企画

【座右の銘】常に自分の心にとめておいて、戒めや励ましとする格言。ざゆうのめい

新春特別企画

掲載は順不同。
「座右の銘1」町長は
P.3でご紹介しています。
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半
数
以
上
が
持
っ
て
い
る

「
座
右
の
銘
」の
実
情

　
「
座
右
の
銘
」と
い
え
ば
、
よ
く

ス
ポ
ー
ツ
選
手
な
ど
が
自
分
を
奮

い
立
た
せ
る
言
葉
と
し
て
掲
げ
て

い
る
の
を
見
か
け
ま
す
が
、
実
際
、

ど
れ
く
ら
い
の
人
が「
座
右
の
銘
」

を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
調
査
で
は
、

自
分
の「
座
右
の
銘
」を
持
っ
て
い

る
と
い
う
人
は
約
56
％
。
半
数
以

上
の
人
が
、
生
き
る
上
で
何
か
し

ら
の「
大
切
に
し
て
い
る
言
葉
」を

持
っ
て
い
る
と
い
う
結
果
に
な
り

ま
し
た
。
世
代
別
で
は
20
～
50
代

の「
座
右
の
銘
」所
持
率
は
い
ず
れ

も
55
％
前
後
で
す
が
、
60
代
で
は

69
％
に
達
し
、
人
生
経
験
が
豊
富

に
な
る
ほ
ど「
座
右
の
銘
」を
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

由
来
に
つ
い
て
は
、
古
く
か
ら

の
格
言
や
こ
と
わ
ざ
を
引
用
し
て

い
る
人
が
最
も
多
く
、
昔
の
人
の

言
葉
は
、
本
質
は
現
代
社
会
に
も

通
じ
る
普
遍
性
を
持
っ
た
言
葉
で

あ
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。
ま

た
、
著
名
人
の
言
葉
を
引
用
し
た

り
、
ド
ラ
マ
や
書
籍
の
中
の
セ
リ

フ
や
言
葉
を「
座
右
の
銘
」と
し
て

い
る
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

何をするにもすべてに当てはまるのが
“努力が必要”ということ。“努力”の字
のとおり、最後まで諦めずに努力すれ
ば、必ず“力”がつきます。子育連が
よりみなさんの理解と力添えを得られ
るよう、今後さらに努力していきます。

福智町子ども会育成連絡協議会 永末 信一 会長（弁城）

　福智町子ども会育成連絡協議会…子ども
会のための住民組織で、役員は15人。交流会や
作陶教室、フットサル大会などを実施しています。

新春特別企画

人は一人では生きられないのだから、
自分も知らないうちに人から助けられ
ているもの。それを考え、誰もが“人
のため”に動けば世の中はうまくいく
はずです。町民会議では、町全体の
子をみんなで育む活動をしています。

福智町青少年育成町民会議 田中 和敏 会長（神崎）

　福智町青少年育成町民会議…家庭部会、指
導部会、研修部会に分かれ、61人で構成。親
子で楽しむ夕べや講演会、少年のバスを実施。

現
代
人
に
と
っ
て
の

「
座
右
の
銘
」の
意
義
と
は

　
「
座
右
の
銘
」を
意
識
す
る
こ
と

で
、
具
体
的
に
は
ど
ん
な
効
果
が

あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。
調
査
で
は

「
苦
し
い
時
や
悲
し
い
時
励
み
に
な

る
」、「
何
か
に
迷
っ
た
と
き
に
決
断

を
促
す
ヒ
ン
ト
に
な
る
」な
ど
、「
座

右
の
銘
」を
持
つ
こ
と
で
自
分
に
自

信
が
持
て
た
と
い
う
声
が
目
立
っ

て
い
ま
す
。
中
に
は
、「
日
々
精
進

す
る
た
め
、
自
分
へ
の
戒
め
と
し

て
い
る
」と
い
っ
た
、
自
分
に
厳
し

い
回
答
も
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
う
言
わ
れ
る
と「
座
右
の
銘
」

を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
に
焦
り
を

感
じ
て
し
ま
い
そ
う
に
な
り
ま
す

が
、
も
ち
ろ
ん
持
っ
て
い
な
く
て

も
非
難
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
。
む
し
ろ
無
理
や
り
言
葉
を
当

て
は
め
て
も
意
味
が
無
く
、
自
分

に
ぴ
っ
た
り
合
っ
た
言
葉
を
探
し

出
す
と
い
う
の
は
、
意
外
と
難
し

い
も
の
で
す
。

　
「
座
右
の
銘
」は
、
時
に
戒
め
で

あ
り
、
励
ま
し
で
あ
り
、
理
想
で

あ
り
、
目
標
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
人
そ
れ
ぞ
れ
の「
自
分
の
人
生

を
生
き
や
す
く
す
る
た
め
の
言
葉
」

と
も
言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

商売をしているのでお客様に対して
はもちろん、誰に対してでも気持ち良
く接することを心掛けてきました。旧
３町の商工会が合併して２年目、新た
な出会いをプラスにとらえ、心を一つ
にしていかなければと思っています。

福智町商工会 並川 勝美 会長（金田）

　福智町商工会…商工業改善を目的とした
特別認可法人。地域活性化のためのイベント
や、商工業者への指導や融資なども行います。

わたしはこの言葉の意味を「みんな一
つである」と解釈しています。他人に
無関心にならず、できる範囲で親切
に接するなど、誰もが心を一つに、思
いやりの気持ちを抱ければ、福祉が
充実した福智町になれると思います。

福智町民生委員・児童委員協議会 白石 勝彦 会長（弁城）

　福智町民生委員・児童委員協議会…町内の
全60人の民生委員で構成。月１回の定例会で
は、地域の課題や福祉について話し合います。

さまざまな分野で現在25ほどの役を
任され、年間約400回会議などに出席
していますが、これも仲間に支えられ
ているからこそできるのだと感じます。
今後も信頼できる仲間と共に、いろん
なことにチャレンジしていきたいです。

福智町体育協会 池田 昇 会長（金田）

　福智町体育協会…グラウンドゴルフ大会や
カローリング大会などを開催し、生涯スポーツ
の推進を図っています。加入団体は現在42。

武者小路実篤の言葉で「人それぞれ
違いはあるが、その違いを認め、互い
に尊重し合えればいい関係を築ける」
という意味。大学時代、仲間と互いの
人生観について話すうちにこの言葉
を実感し、その後も心がけてきました。

福智町文化連盟 永末 良一 会長（金田）

　福智町文化連盟…展示、音楽、芸能、歌謡
詩吟、一般教養の５つの部門に現在97団体が
加盟。文化祭や役員研修などを行っています。

今後は、区長や公民館長が主体とな
り、積極的に地域活動で人との交流
を図っていく重要性を感じています。
そうした人づきあいの中で、上から目
線ではなく、常に相手の気持ちになり、
初心で接することを心がけています。

福智町地区公民館連絡協議会 田丸 敏幸 会長（伊方）

　福智町地区公民館連絡協議会…町内89
の地区公民館で組織され、地域の交流や活性
化を図るための公民館活動を推進しています。

上野焼400年祭のイベントでいろん
な人との交流があり、意識し始めた
言葉です。上野の里を元気にするた
めに、わたしたち作陶家は積極的に
外へ出て人と出会い、多くのものを
吸収し挑戦していくことが必要です。

上野焼協同組合 青栁 一夫 理事長（上野）

　上野焼協同組合…昭和36年に設立され、
陶器まつりや窯開き、バレンタインちょこの販
売などを行っています。現在は13窯元が加盟。
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時
に
は
支
え
と
な
り
、
時
に
は
人
生
を
変
え
る
ほ
ど
の
力
を
持
っ
て
い
る「
言
葉
」。

人
生
は
、
出
会
っ
た
言
葉
の
質
と
量
で
決
ま
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
ま
ち
の
図
書
室
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
本
か
ら
、

よ
り「
言
葉
」を
感
じ
ら
れ
る
16
冊
の
本
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
み
ま
し
た
。

あ
な
た
だ
け
の“
と
っ
て
お
き
の
言
葉
”に
出
会
え
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

ことばの森

平島廉久（著）
二期出版

古今東西の著名人の名
言・名句を、目的別の５
章にわけて掲載。

絶望名人
カフカの人生論
フランツ・カフカ（著）／頭
木弘樹（編訳）／飛鳥新社

今までになかった“絶望
の名言集”。読むと、か
えって力がわいてきます。

上機嫌の才能

田辺聖子（著）
海竜社

田辺作品に登場する魅
力的なヒロインの、心は
ずむ言葉を集めた一冊。

舟を編む

三浦しをん（著）
光文社

ここで“舟”とは“辞書”を
指し、“言葉”への徹底的な
敬意と愛を込めた小説。

ほっとする言葉55

スマイルファクトリー（著）
三笠書房

ページをめくるたびそっ
と背中を押され、一歩前
へ進みたくなる小さな本。

智慧の実のことば

糸井重里（著）
ぴあ

有名人から一般人まで。
その言葉には、生き方の
哲学が詰まっています。

図解 論語

斎藤孝（著）
ウェッジ

“正直者がバカをみない
生き方”をテーマに、孔子
の言葉を図で表し解説。

Ｄ・カーネギー
名言集
ドロシー・カーネギー（編）
／神島康（訳）／創元社

多くの人に勇気を与え
たデール・カーネギーが
愛用した引用句の数々。

魂を揺さぶる
人生の名文
川村湊（著）
光文社

人間関係、恋愛、生き方
に悩んだ時に読みたい
古今東西の名文集です。

脳をきたえる
哲学のことば365
荒木清（著）
日東書院

西洋の「人間について
の考察」365篇。名言年
間読破チェック欄付き。

名言名句成語辞典

米津千之（編・著）
有紀書房

名言、名句、成語を紹介・
解説。約6500項目を50
音順に配列した“辞典”。

谷川俊太郎の
問う言葉答える言葉
谷川俊太郎（著）
イースト・プレス

谷川俊太郎の詩やエッ
セイを抜粋。詩人が贈る
奥深い珠玉の言葉たち。

幸福の法則
一日一言
宇野千代（著）
海竜社

賢い人は幸福の習慣で
生きる。幸福人生の天
才が遺した不朽の言葉。

スティーブ・ジョブズ
夢と命のメッセージ
ジョージ・ビーム（編）／竹
内一正（訳）／三笠書房

ジョブズの史上最強の
名言集。勇気と情熱を
くれる言葉を141収録。

男にも読んでもらい
たい オンナ塾
ＩＫＫＯ（著）
PHP研究所

悩みや苦しみを知って
いるからこそ、これほど
心に響くＩＫＫＯの言葉。

あたりまえだけど、
とても大切なこと
ロン・クラーク（著）／亀井
よし子（訳）／草思社

“教わらないけど当たり
前の事”を記した大人に
も通じるルールブック。

と
っ
て
お
き
の
言
葉
に
出
会
う

座
右
の
銘
を
見
つ
け
る

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

新春特別企画 〈完〉

中央

中央 中央

中央

中央 中央 中央
中央

中央 金田金田

金田

金田 方城方城

方城

22歳の頃、社会に出る時に自分で考
え自分に与えました。苦境に立たされ
た時にこの言葉に支えられ、励まされ
たこともありましたし、振り返ること
で初心に返り、自分を信じることもで
きる、わたしにとって大切な言葉です。

福智町ＰＴＡ連合会 髙津 加乃子 会長（金田）

　福智町ＰＴＡ連合会…町内の小中学校８
校のＰＴＡ役員で構成。情報交換をしたり、三
者懇談会や教育講演会などを開催しています。

教師になりたての頃この言葉を座右
の銘にし、約30年やってきました。地
位に驕らず、そこに中身が伴ってこそ
立派な人間であり、またそういった人
こそ謙虚です。わたしも生涯謙虚に学
び続けていかなければと思っています。

福智町小中学校校長会 原田 宏志 会長（弁城）

　福智町小中学校校長会…町内の５小学校、
３中学校の校長８人によって組織され、教育
長なども交え月１回の定例会を行っています。

人は心と体の健康が資本ですが、そ
れをつくるのは「バランスの良い食事」。
特に現代人は野菜の摂取量が足りて
いないので、もやしやホウレン草を電
子レンジで温めるだけでも十分ですの
で、意識的に野菜を食べてください。

福智町食生活改善推進会 赤熊 敏子 会長（伊方）

　福智町食生活改善推進会…全世代の食生
活の改善をめざし、町主催の料理教室に出向い
たり、指導などを実施。メンバーは現在58人。

20年以上前、地域の子どもたちが駅
伝で一生懸命走る姿を見て感動し、
町や子どもたちのために何かしたいと
思うようになりました。以来「ユートピ
ア37研究会」でボランティアを続け
“何事も一生懸命”を心掛けています。

福智町ボランティア連絡協議会 白石 進 会長（伊方）

　福智町ボランティア連絡協議会…町内の
ボランティア団体が連携を取ることを目的とし
て平成19年に発足。14団体245人が加盟。



まちのお知らせと情報

力と体力の向上を図るため「食育」に注目し、学
級活動や行事で食に関する指導、研究を行っ

てきた伊方小。その取り組みが評価され、11月22日
に福岡市で開催された「福岡県学校健康教育研究大会」
で、約100校の中から学校給食優良学校部門の優秀賞
に選ばれました。食育は体と心の成長に大きく影響し、
豊かな人間性を育む基礎となるもの。学校、家庭、地
域で協力し合い、今後も取り組みを継続していきます。

月が「児童虐待防止」「女性に対する暴力をなく
す運動」の推進月間のため、11月30日に「ＤＶが

子どもに与える影響」と題した研修会が役場本庁で開
かれました。講師は長年ＤＶ被害者支援に携わってきた
石本宗子さん（久留米市男女平等推進センター）。過去
の事例などをもとにした分かりやすい解説に、要保護児
童対策地域協議会委員や民生児童委員など約60人の
参加者は、地域全体で被害者を守る意識を高めました。

第１回 福智町消防団操法大会

数十秒に勝負をかけて
初の消防団操法大会
問福智町役場 総務課庶務係　☎ 22-0555

イベ
ント 平成23年度 男性料理教室

簡単な調理をマスター
男性の自立は台所から

問白雲山定禅寺　☎ 22-0637

参加
募集

上野焼バレンタインちょこ販売

特別な日大切な人に
心を込めたプレゼント

問福智町役場 福祉課福祉係　☎ 22-7763

お知
らせ消防防災功労のお二人に瑞宝単光章

ニュ
ース

長年の消防団活動で
中村氏・　林氏に叙勲
問福智町役場 総務課庶務係　☎ 22-0555

市場小の授業が一冊の本に
ニュ
ース

この一冊につづられた
市場小の授業への思い

問福智町立市場小学校　☎ 28-2009

10

定禅寺晋山式での稚児募集
参加
募集

華やかな衣装でお祝い
藤寺が「稚児」を募集中

問上野焼協同組合　☎ 28-5864

指定の伝統的工芸品「上野焼」が、シャレの効
いたバレンタインギフトをご用意しました。甘

いものが苦手な人にも喜ばれるこの“ちょこ”は、例年
電話注文も殺到する人気の商品。ご購入はお早めに！

国

▶販売期間　２月１日水 ～13日月（１個1,050円）
▶販売場所　上野焼陶芸館（福智町上野2811番地）

※２月９日木 ～12日日は、アクロス福岡（福岡市）の
　２階「匠ギャラリー」でも特別に展示販売されます。

学校でより質の高い授業をめざす「基幹学力研
究会」主催の福岡大会で、例年全国の先生たち

が集う会場となっている市場小。昨年10月に明治図書
から出版した本「論理的思考力を育てる算数×国語の
授業（Ａ５判132㌻）」が、売り上げランキングで常に上
位、品薄状態となっています。具体的な授業の様子の
ほか、市場小の先生たちによるコラムなども掲載された
一冊。興味のあるかたはぜひ市場小にご連絡ください。

↓
基
幹
学
力
研
究
会
企
画
、田
中
博
史（
筑

波
大
学
附
属
小
教
諭
）・
市
場
小
編
著
。
授

業
風
景
写
真
も
多
数
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

小

ＤＶが子どもに与える影響についての研修会
ニュ
ース

子の成長を阻むＤＶを
地域から無くすために

伊方小が学校給食優良学校優秀賞を受賞
ニュ
ース

伊方小の食の取り組み
県で優秀賞を受賞

問福智町役場 総務課広報・広聴係　☎ 22-0555

問福智町立伊方小学校　☎ 22-0127

11

天で延期となっていた「消防団操法大会」の開
催が決定しました。消防ホース３本を連結して

放水し、団員が協力して火
か

点
てん

と呼ばれる的を倒す、わず
か0.1秒が命運を分ける本番一発勝負の熱い競技です。
地域を守る団員の消防魂を、ぜひ間近でご見学ください！

↓
２
年
前
か
ら
行
っ
て
い
る
消
防
団
統
一
訓

練
。
大
会
で
は
分
団
が
一
致
団
結
し
、
地
域

の
た
め
に
磨
き
抜
い
た
技
を
発
揮
し
ま
す
。

雨

▶日時　1月22日日 8：30～
▶場所　彦山川・中元寺川合流点河川敷

↓
今
年
で
５
回
目
の
取
り
組
み
で
す
が
、回

を
追
う
ご
と
に
趣
向
を
凝
ら
し
た
ユ
ニ
ー

ク
な
作
品
が
登
場
。
自
分
用
に
も
ぜ
ひ
。

で有名な定禅寺（弁城）で毎年４月29日　 に行
われている「藤まつり」の日程に合わせて、今年

は新住職の就任の儀式である「晋山式」が行われます。
その際かわいらしい衣装で参列するお子さんを、次のと
おり募集中です。対象身長であれば、年齢・性別問わず
誰でも参加できます。詳しくはお問い合わせください。

藤

▶対象　衣装の都合上 身長85cm～145cm
▶費用　１人 8,000円（衣装代、記念品など含む）
▶申込期限　２月29日水（人数には限りがあります）

↓
基
本
的
な
調
理
や
知
っ
て
得
す

る
食
の
知
識
を
、
食
生
活
改
善
推

進
員
が
丁
寧
に
教
え
て
く
れ
ま
す
。

性料理教室で楽しく調理を学んでみませんか。
次の会場のうち１つを選択ください（重複不可）。

▶持参するもの　エプロン、三角巾、米一合
❶金田会場（場所：金田保健センター）
２月６日月・13日月・20 日月 ９：30～12：00
❷赤池会場（場所：コスモス保健センター）
２月９日木・16日木・23日木 ９：30～12：00
❸方城会場（場所：方城保健センター）
２月17日金・24日金・３月２日金 ９：30～12：00

↓
11
月
29
日
、
嶋
野
勝
教
育
長
㊨
を
訪
問

し
受
賞
の
報
告
を
し
た
伊
方
小
の
井
上
憲

治
校
長
㊥
と
研
究
主
任
の
中
川
美
香
先
生
。

学

↓
Ｄ
Ｖ
や
虐
待
は
家
庭
内
だ
け
の
問
題
で

は
な
い
と
し
、「
地
域
で
の
支
援
体
制
づ
く

り
が
最
重
要
課
題
」と
訴
え
た
石
本
さ
ん
。

11

参加無料

男

昭和36年

昭和62年

荒天の場合
翌週に延期

↓
本
堂
改
築
や
住
職
就
任
な
ど
の
一

大
行
事
の
際
に
練
り
歩
く
稚
児
。
当

日
は
本
堂
で
琴
の
演
奏
な
ど
も
行
わ

れ
ま
す
。
式
の
詳
細
は
４
月
号
で
。

↓
住
民
の
生
命
と
財
産
を
守
り
続
け
た
中
村

博
樹
さ
ん
㊨
と　

林
早
美
さ
ん
。
勲
章
・
勲

記
を
受
け
取
っ
た
町
長
室
で
丸
山
団
長
と
。

和38年から47年間消防活動に徹し、定年退団
するまで福智町消防団の初代団長を務めた中村

博樹さん（市場）と、昭和33年から37年にわたって消
防活動に尽力し、元金田町消防団分団長を務めた　林
早美さん（神崎）が、それぞれ瑞宝単光章を受章しました。
団員はもちろん住民からの信頼も厚く寄せられ、ふるさ
との安心安全のために全力を注いできたお二人に、12
月２日、浦田弘二町長から勲章と勲記が手渡されました。

昭
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今回、最優秀賞を獲得したのは市場小６年の本田真子さんでした。本
田さんは、２月４日土10時から香春町町民センターで開催される田川
地区大会で、福智町代表として発表する予定です。応援お願いします。

第６回 福智町わたしの主張大会／福智町青少年育成町民会議主催

12 月３日に公民館金田分館で開かれた
「わたしの主張大会」では、町内全８校の代表者が
壇上で堂々と自分を表現しました。
ここで、その発表の内容をご紹介します。

※各発表者の文章は原文のままではなく、主張の主な内容として要約して掲載していますのでご了承ください。

第６回 福智町わたしの主張大会／福智町青少年育成町民会議主催

12 月３日に公民館金田分館で開かれた
「わたしの主張大会」では、町内全８校の代表者が
壇上で堂々と自分を表現しました。
ここで、その発表の内容をご紹介します。

ま
、
世
界
に
は
、
い
ろ
い
ろ
な
理
由
で
苦
し
ん
で

い
る
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち
は
ど

ん
な
気
持
ち
で
苦
し
み
に
た
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
ぼ

く
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
み
な
さ
ん

は
ネ
パ
ー
ル
と
い
う
国
を
知
っ
て
い
ま
す
か
。
伊
方
小
学

校
に
は
、
毎
年
、
ネ
パ
ー
ル
出
身
の
パ
ン
チ
ャ
＝
ラ
マ
さ
ん

が
来
て
、
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
い
て
く
れ
ま
す
。
パ
ン
チ
ャ
さ

ん
は
、
ネ
パ
ー
ル
で
は
有
名
な
バ
ン
ス
リ
と
い
う
笛
の
奏
者

で
、
ネ
パ
ー
ル
に
学
校
を
建
て
る
た
め
に
コ
ン
サ
ー
ト
の
収

益
金
を
ネ
パ
ー
ル
に
送
り
続
け
、
学
校
が
で
き
た
の
で
す
。

伊
方
小
学
校
も
パ
ン
チ
ャ
さ
ん
た
ち
の
活
動
に
協
力
し
、

パ
ン
チ
ャ
さ
ん
の
学
校
に
な
ん
と
ブ
ラ
ン
コ
が
で
き
ま
し

た
。
ブ
ラ
ン
コ
を
大
切
に
使
っ
て
く
れ
、
と
っ
て
も
う
れ
し

い
で
す
。
そ
こ
で
、
ぼ
く
た
ち
は
今
年
、
自
分
た
ち
で
栽

培
し
た
も
ち
米
を
売
っ
た
お
金
も
寄
付
し
ま
し
た
。
ぼ
く

は
こ
の
お
金
で
、
子
ど
も
た
ち
に
す
べ
り
台
な
ど
も
作
っ
て

あ
げ
て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
た
と
え
ネ
パ
ー
ル
か
ら

離
れ
て
い
て
も
、
ぼ
く
た
ち
に
で
き
る
こ
と
は
必
ず
あ
る
。

ぼ
く
は
そ
う
信
じ
て
い
ま
す
。
苦
し
ん
で
い
る
理
由
が
差

別
と
い
う
人
も
い
ま
す
。
差
別
は
絶
対
に
し
て
は
い
け
ま

せ
ん
。
み
ん
な
の
心
が
一
つ
に
な
っ
て
差
別
を
な
く
し
、
み

ん
な
が
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
よ
う
に
ぼ
く
は
願
っ
て
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
、
み
ん
な
の
心
を
一
つ
に
し
て
、
世
界
中
を
平
和

に
し
ま
し
ょ
う
。
そ
し
て
、み
ん
な
が
幸
せ
に
な
る
た
め
に
、

自
分
に
で
き
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

来
っ
て
な
ん
だ
ろ
う
…
ず
っ
と
思
っ
て
い
ま
し

た
。
み
ん
な
は
具
体
的
な
将
来
の
夢
が
決
ま
っ
て

い
る
の
に
、
私
は「
分
か
ら
な
い
」の
５
文
字
し
か
浮
か
び

ま
せ
ん
。
だ
っ
て
、
将
来
の
こ
と
を
考
え
た
ら
不
安
に
な

る
か
ら
。
私
は
生
ま
れ
つ
き
耳
が
聞
こ
え
ず
、
２
歳
で
耳

の
手
術
を
し
、
人
工
内
耳
を
つ
け
ま
し
た
。
だ
け
ど
は
っ

き
り
聞
こ
え
ず
に
聞
き
逃
す
こ
と
も
あ
り
、
将
来
、
社
会

に
出
た
時
に
う
ん
ざ
り
さ
れ
る
ん
じ
ゃ
な
い
か
と
不
安
で

す
。
７
月
、
私
が
通
っ
て
い
た
幼
稚
園
の
夏
祭
り
に
行
き

ま
し
た
。「
そ
う
い
え
ば
幼
稚
園
の
こ
ろ
、
先
生
は
私
が
わ

か
る
よ
う
に
何
回
も
何
回
も
言
っ
て
く
れ
た
け
ど
、
う
ん

ざ
り
さ
れ
な
か
っ
た
。
と
て
も
優
し
い
先
生
だ
っ
た
な
」。

そ
の
時
私
は「
こ
の
幼
稚
園
の
先
生
に
な
り
た
い
！
」と
思

い
ま
し
た
。「
向
い
て
な
い
か
も
」と
不
安
に
な
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
が「
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
私
は
私
。
た
と
え
う
ん

ざ
り
さ
れ
て
も
、
自
分
の
体
を
ず
っ
と
大
切
に
し
、
向
き

合
っ
て
い
く
ん
だ
」と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
し

て
、
あ
の
時
の
先
生
の
よ
う
に
、
優
し
く
子
ど
も
た
ち
と

接
し
、
周
囲
を
楽
し
ま
せ
る
先
生
に
な
り
た
い
で
す
。
幼

稚
園
の
先
生
は
子
ど
も
た
ち
と
話
し
た
り
す
る
け
ど
、
私

は
聞
き
逃
す
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
私

は
、
相
手
の
口
の
動
き
で
何
と
言
っ
て
い
る
か
分
か
っ
た

り
、
表
情
で
相
手
の
気
持
ち
を
受
け
取
っ
た
り
で
き
る
の

で
、
そ
の
私
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
を
生
か
し
て
、
幼
稚
園

の
先
生
に
な
り
ま
す
。―

い
い
え
、
な
っ
て
み
せ
ま
す
。

な
さ
ん
は「
平
和
」に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
が
あ

り
ま
す
か
。
今
私
が
思
う
私
に
と
っ
て
の「
平
和
」

と
は
、
い
つ
も
家
族
と
一
緒
に
笑
っ
て
暮
ら
す
と
い
う
、
ご

く
当
た
り
前
の
こ
と
で
す
。
私
が
こ
う
思
う
よ
う
に
な
っ

た
の
は
、
東
日
本
大
震
災
で
家
族
を
亡
く
し
た
人
た
ち
の

ニ
ュ
ー
ス
を
見
て
か
ら
で
す
。
私
は
今
、
ご
く
普
通
に
家

族
と
笑
っ
て
ご
飯
を
食
べ
、
好
き
な
こ
と
を
や
っ
て
、
何

で
も
自
由
に
で
き
ま
す
。
し
か
し
、
こ
ん
な
普
通
の
こ
と

が
で
き
な
い
人
た
ち
が
、
今
、
日
本
に
た
く
さ
ん
い
る
の

で
す
。
被
災
地
の
人
た
ち
の
中
に
は
、
家
族
を
失
い
、
家

を
失
い
、
い
ま
だ
に
避
難
所
で
生
活
を
し
、
十
分
な
食
事

も
で
き
て
い
な
い
人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
そ
の
人
た
ち

が
幸
せ
に
楽
し
く
暮
ら
せ
て
、
日
本
は「
平
和
」だ
と
言
え

る
と
私
は
思
い
ま
す
。
今
は
被
災
地
の
人
た
ち
を
み
ん
な

で
助
け
合
っ
て
支
え
、
そ
し
て
笑
顔
に
な
っ
て
も
ら
う
こ

と
が
私
た
ち
の
役
目
だ
と
思
い
ま
す
。
私
は
、
被
災
地
に

行
っ
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

が
、
こ
れ
ま
で
義
援
金
の
募
金
を
し
た
り
、
被
災
者
と
同

じ
気
持
ち
に
な
っ
て
、
節
水
や
節
電
に
取
り
組
ん
だ
り
し

て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
遠
く
離
れ
て
い
て
も
同
じ

気
持
ち
で
復
興
を
願
い
、
自
分
に
で
き
る
こ
と
を
見
つ
け

て
、
行
動
に
表
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、
一

日
も
早
く
日
本
中
の
人
た
ち
が
、
笑
顔
で
仲
良
く
当
た
り

前
の
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
ま
す
。

そ
れ
が
、
今
私
に
と
っ
て
の「
平
和
」だ
と
思
う
か
ら
で
す
。

は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
こ
ん
ば
ん
は
」こ
れ
ほ

ど
気
持
ち
が
す
が
す
が
し
く
な
れ
る
の
は
、
あ

い
さ
つ
以
外
無
い
と
思
い
ま
す
。
こ
の
一
言
で
、悲
し
い
時
、

悔
し
い
時
、嫌
な
時
も
明
る
く
な
れ
ま
す
。
で
も「
そ
ん
な

言
葉
だ
け
で
気
持
ち
よ
く
な
る
わ
け
な
い
」と
言
う
人
も
い

ま
す
。
そ
れ
は
、
あ
い
さ
つ
を
し
た
く
な
い
だ
け
だ
と
私

は
思
い
ま
す
。
心
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
る
人
は
、
相
手

も
楽
し
そ
う
に
あ
い
さ
つ
を
返
し
て
く
れ
る
か
ら
、
自
分

も
楽
し
い
は
ず
で
す
。
弁
城
小
学
校
で
は
年
２
回「
あ
い
さ

つ
運
動
」が
あ
り
、
あ
い
さ
つ
の
強
化
を
行
っ
て
ま
す
。
各

分
団
の
４
～
６
年
生
が
校
門
に
立
ち
、
み
ん
な
で
大
き
な

声
で
あ
い
さ
つ
を
す
る
取
り
組
み
で
す
。
私
は
分
団
で
行

く
時「
せ
ー
の
」と
言
っ
て「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
言

い
ま
す
。
そ
の
時
、
下
を
向
い
て
あ
い
さ
つ
す
る
子
、
小

さ
な
声
で
す
る
子
が
い
ま
す
。
あ
る
時
私
は「
ち
ゃ
ん
と

あ
い
さ
つ
し
よ
う
よ
。
相
手
も
気
持
ち
よ
く
な
る
と
思
う

よ
」と
声
を
か
け
ま
し
た
。
分
か
っ
て
く
れ
た
の
か
、
そ
の

子
は
う
な
ず
き
も
う
一
度「
お
は
よ
う
ご
ざ
い
ま
す
」と
言

い
に
い
き
ま
し
た
。
そ
れ
を
見
た
私
も
気
持
ち
よ
く
な
り

ま
し
た
。
私
は
、
あ
い
さ
つ
に
は
、
た
く
さ
ん
の
意
味
が

あ
る
と
思
い
ま
す
。
ほ
ん
の
短
い
言
葉
で
、
周
り
の
人
々

や
自
分
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
幸
せ
な
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

こ
ん
な
に
素
晴
ら
し
い
言
葉
が
他
に
あ
る
で
し
ょ
う
か
。

他
に
あ
る
と
い
う
人
も
大
き
な
声
で
言
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
。
き
っ
と
す
が
す
が
し
い
毎
日
が
送
れ
る
と
思
い
ま
す
。

人
の
勝
手
で
亡
く
な
る
命
、
軽
い
気
持
ち
で
失

う
命
、
戻
っ
て
こ
な
い
尊
い
命
…
な
ぜ
交
通
事

故
は
減
ら
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。
交
通
事
故
の
中
で
も
、

飲
酒
運
転
は
最
悪
で
す
。
お
酒
を
飲
ん
だ
ら
絶
対
に
、
車

の
運
転
を
し
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
る
の
に
、
守

ら
な
い
大
人
が
多
い
と
聞
く
と
悲
し
く
な
る
し
、
腹
立
た

し
く
思
い
ま
す
。
福
岡
県
で
も
福
岡
市
で
２
０
０
６
年
に

３
児
死
亡
事
故
が
あ
っ
た
後
、
飲
酒
運
転
は
さ
ま
ざ
ま
な

人
の
活
動
や
法
に
よ
る
罰
則
強
化
で
少
し
減
っ
た
け
れ
ど
、

今
年
は
、
１
～
７
月
の
間
に
１
６
０
件
も
飲
酒
運
転
事
故

が
発
生
し
、
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と
い
う
恥
ず
か
し
い
結

果
で
悲
し
い
で
す
。
ど
う
し
た
ら
事
故
が
起
き
な
く
な
る

の
で
し
ょ
う
か
。
例
え
ば
、
車
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
検
知
す

る
機
械
が
あ
っ
て
、
キ
ー
を
入
れ
て
も
エ
ン
ジ
ン
の
か
か

ら
な
い
車
と
か
、
大
き
な
警
報
音
が
鳴
る
と
か
、
そ
ん
な

車
が
で
き
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
罰
則
を
強

化
す
れ
ば
い
い
と
言
う
人
が
い
る
と
思
い
ま
す
。
確
か
に

そ
れ
で
も
減
る
だ
ろ
う
け
ど
、
一
時
的
で
す
。
本
当
に
大

切
な
の
は
、
一
人
ひ
と
り
が「
絶
対
に
飲
酒
運
転
を
し
て
は

な
ら
な
い
」と
意
識
す
る
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
飲
酒
運

転
の
ほ
か
に
も
、
交
通
事
故
で
悲
し
い
思
い
を
し
て
い
る

人
が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。
車
を
運
転
す
る
人
は
、
交
通
事

故
は
た
く
さ
ん
の
人
を
悲
し
ま
せ
る
と
い
う
こ
と
を
自
覚

し
て
、
交
通
規
則
を
守
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。

車
を
運
転
す
る
人
は
意
識
を
も
っ
て
運
転
す
る
べ
き
で
す
。

い

将

み 大
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戦
か
ら
66
年
。
テ
レ
ビ
で
戦
争
の
再
現
ド
ラ
マ
や

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
を
見
る
た
び
、
私
は
、
本
当

に
こ
ん
な
ひ
ど
い
日
本
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
と
考
え
て
し

ま
い
ま
す
。
私
は
、
夏
の
平
和
学
習
で
沖
縄
戦
を
学
習
し

ま
し
た
。
沖
縄
の
人
の
多
く
が
防
空
壕
に
避
難
し
て
い
ま

し
た
が
、
す
ぐ
に
ア
メ
リ
カ
兵
に
見
つ
か
り
ま
し
た
。
そ

の
時「
助
け
る
か
ら
出
て
き
な
さ
い
」と
言
う
ア
メ
リ
カ
兵

の
言
葉
を
無
視
し
、
多
く
の
人
が
集
団
自
決
を
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
と
あ
る
２
人
の
男
性
が
い
た
こ
と
で
、
全
員
が
助

か
っ
た
防
空
壕
が
あ
り
ま
し
た
。
２
人
は
ア
メ
リ
カ
で
教
育

を
受
け
て
い
た
た
め
、
そ
の
言
葉
が
嘘
で
は
な
い
と
知
っ
て

い
た
の
で
す
。
当
時
、
ア
メ
リ
カ
兵
に
投
降
し
よ
う
と
い
う

２
人
の
言
葉
は
衝
撃
的
だ
っ
た
に
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。
し
か

し
、
結
果
的
に
こ
の
２
人
が
沖
縄
の
人
た
ち
を
説
得
し
て

く
れ
た
お
か
げ
で
、
多
く
の
命
が
助
か
り
ま
し
た
。
そ
の

後
の
日
本
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
変
え
て
い
き
ま
し
た
。
世

界
の
情
報
や
教
育
を
取
り
入
れ
、
人
々
が
協
力
し
て
戦
後

の
日
本
を
発
展
さ
せ
、
今
の
よ
う
な
便
利
な
生
活
が
で
き

て
い
ま
す
。
現
在
の
日
本
は
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
自
由
に
知

る
こ
と
や
学
ぶ
こ
と
が
出
来
ま
す
。
何
が
間
違
っ
て
い
て
、

何
が
正
し
い
の
か
を
、
き
ち
ん
と
知
る
た
め
に
も
、
私
た

ち
は
し
っ
か
り
と
勉
強
を
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

世
界
に
は
、
自
由
な
ど
の
人
権
が
制
限
さ
れ
て
い
る
国
が

い
ま
だ
に
あ
り
ま
す
。
私
は
一
日
で
も
早
く
、
自
由
と
人
権

を
手
に
入
れ
、
戦
争
を
止
め
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

く
は「
み
ん
な
で
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」と
い
う

こ
と
を
主
張
し
ま
す
。
な
ぜ
か
と
い
う
と
、
１
年

生
の
時
に
Ａ
Ｒ
Ｔ
で「
川
」に
つ
い
て
学
ん
だ
か
ら
で
す
。
Ａ

Ｒ
Ｔ
と
は「
赤
池
リ
バ
ー
タ
イ
ム
」の
こ
と
で
、
ぼ
く
は
こ
の

学
習
の
中
で
、
遠
賀
川
の
水
質
が
全
国
ワ
ー
ス
ト
２
位
と

聞
い
て
驚
き
ま
し
た
。
川
が
汚
い
と
魚
も
住
め
な
く
な
る

し
、
安
心
し
て
飲
む
こ
と
も
で
き
ま
せ
ん
。
ぼ
く
は「
川
を

も
っ
と
き
れ
い
に
し
た
い
」と
強
く
思
う
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
川
を
き
れ
い
に
す
る
た
め
に
は「
水
エ
コ
」を
し
て
ほ

し
い
と
思
い
ま
す
。「
水
エ
コ
」と
は
、
一
人
ひ
と
り
が
川
を

汚
さ
な
い
工
夫
を
す
る
こ
と
で
す
。
た
と
え
ば「
食
器
を
洗

う
前
に
油
を
古
紙
で
拭
き
取
る
」、「
小
さ
な
生
ご
み
で
も

流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
」、「
あ
ら
か
じ
め
髪
を
お
湯
で
洗

い
、
シ
ャ
ン
プ
ー
を
少
量
で
す
ま
せ
る
」と
い
う
こ
と
な
ど

で
す
。
ぼ
く
た
ち
は
サ
ケ
の
稚
魚
の
放
流
を
す
る
前
に「
ひ

こ
さ
ん
が
わ
夢
の
会
」の
か
た
と
一
緒
に
、
彦
山
川
の
河
川

敷
清
掃
も
し
ま
し
た
。
お
菓
子
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
や
空
き

缶
と
い
っ
た
ポ
イ
捨
て
の
ゴ
ミ
だ
け
で
な
く
、
お
む
つ
一
袋

や
タ
イ
ヤ
な
ど
、
大
き
な
ゴ
ミ
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。

「
川
に
ゴ
ミ
を
捨
て
な
い
」と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
も
、
心

が
け
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
し
た
。
一
人
の
人
が
ど
ん
な
に
努

力
し
て
も
、
他
の
人
が
何
も
し
な
か
っ
た
ら「
川
」を
き
れ

い
に
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
み
ん
な
で
協
力
し
て
こ

そ「
川
」は
き
れ
い
に
な
る
の
で
す
。
だ
か
ら
ぼ
く
は「
み
ん

な
で
川
を
き
れ
い
に
し
よ
う
」と
、
改
め
て
主
張
し
ま
す
。

結
こ
そ
力
な
り
」。
こ
れ
は
金
田
中
学
校
バ
ス
ケ
ッ

ト
ボ
ー
ル
部
の
横
断
幕
の
言
葉
で
す
。
私
は
小
学

生
の
頃
か
ら
バ
ス
ケ
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
中
１
で
入
部
し

て
す
ぐ
は
、
女
子
一
人
で
不
安
で
仕
方
な
か
っ
た
で
す
。
で

も
、
先
輩
や
同
級
生
の
お
か
げ
で
、
気
付
け
ば
楽
し
い
部

活
動
生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き「
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
っ
て
３

年
生
の
夏
で
筑
豊
大
会
に
行
く
」と
い
う
目
標
も
で
き
ま

し
た
。
だ
け
ど
、
中
２
の
夏
休
み
前
は「
３
年
生
が
引
退
し

た
ら
辞
め
よ
う
」。
こ
の
考
え
が
私
を
う
め
つ
く
し
、
今
ま

で
楽
し
か
っ
た
こ
と
も
楽
し
く
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
最

初
は
こ
の
気
持
ち
を
誰
に
も
言
え
ず
に
一
人
で
悩
ん
で
い

ま
し
た
が
、
仲
の
よ
い
後
輩
に
相
談
す
る
と「
ゆ
り
ち
ゃ
ん

が
バ
ス
ケ
部
に
入
れ
た
ん
や
き
最
後
ま
で
教
え
て
よ
。
辞

め
ん
で
ね
」。
こ
の
言
葉
で
、
自
分
の
考
え
が
間
違
っ
て
い

る
な
ど
、
い
ろ
ん
な
こ
と
が
頭
に
浮
か
び
ま
し
た
。
そ
し

て
私
は
、
こ
の
先
絶
対
何
が
あ
っ
て
も
辞
め
て
は
い
け
な

い
。
そ
う
感
じ
ま
し
た
。
私
は
中
１
の
時
の
目
標
を
一
つ
叶

え
ま
し
た
。
そ
れ
は
、
キ
ャ
プ
テ
ン
に
な
れ
た
こ
と
で
す
。

私
は
中
学
に
入
っ
て
か
ら
、
た
く
さ
ん
学
び
、
思
い
、
知

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
つ
ら
く
て
も
終
わ
っ
た
ら
気
持

ち
の
良
い
達
成
感
が
待
っ
て
い
る
こ
と
、
負
け
ず
嫌
い
さ
、

先
生
や
親
み
ん
な
の
お
か
げ
で
部
活
が
で
き
て
い
る
と
い

う
あ
り
が
た
み
、
た
く
さ
ん
学
び
ま
し
た
。
で
も
バ
ス
ケ

を
通
じ
て
一
番
学
ん
だ
の
は
、
チ
ー
ム
メ
ー
ト
に
支
え
ら
れ

て
、
助
け
合
っ
て
い
る
こ
と
…
「
仲
間
の
大
切
さ
」で
す
。

終

ぼ

団

　

昨
年
10
月
、
労
働
福
祉
文
化
会
館

（
田
川
市
）内
か
ら
福
智
町
同
和
対
策

研
修
セ
ン
タ
ー（
赤
池
）内
に
移
転
し

た「
田
川
地
区
人
権
セ
ン
タ
ー
」。
田

川
市
郡
８
市
町
村
の
す
べ
て
の
み
な

さ
ん
を
対
象
と
し
て
、
人
権
問
題
の

解
決
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
人
権
講
座
の
開
催

や
人
権
パ
ネ
ル
展
の
実
施
、
啓
発
冊

子
の
作
成
な
ど
の
ほ
か
、
本
や
ビ
デ

オ
の
貸
し
出
し
も
無
料
で
行
っ
て
い

ま
す
。
特
に
ビ
デ
オ
は
、
子
ど
も
向
け

の
も
の
か
ら
懐
か
し

い
も
の
ま
で
幅
広
い

ジ
ャ
ン
ル
が
そ
ろ
っ

て
お
り
、
そ
の
数
な

ん
と
１
千
点
。
学
校

や
企
業
で
人
権
啓
発

の
教
材
と
し
て
は
も

ち
ろ
ん
、
個
人
へ
の

貸
し
出
し
も
無
料

で
す
の
で
、
ご
家
庭
で
も
お
楽
し
み
い

た
だ
け
ま
す
。

　

ま
た
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
な
ど
を

抱
え
て
い
る
か
た
は
、
一
人
で
悩
ま
ず

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
人
権
セ
ン
タ
ー
は
、

田
川
の
み
な
さ
ん
が
笑
顔
で
暮
ら
せ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

人
権
セ
ン
タ
ー
で
は
、
多
く
の
人
に

足
を
運
ん
で
も
ら
う
た
め
、
定
期
的

に
企
画
展
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。
移

転
後
初
の
企
画
展「
三
発
目
の“
原
爆
”

原
画
展
」は
、12
月
か
ら
好
評
開
催
中
。

「
人
権
」を
特
別
難
し
く
考
え
る
の
で

は
な
く
、
無
差
別
に
命
を
奪
わ
れ
る

よ
う
な
惨
事
が
こ
の
田
川
の
地
で
実

際
に
あ
っ
た
と
知
る
こ
と
で
、
自
然
と

大
切
な
何
か
に
気
付
く
は
ず
で
す
。

　

福
智
町
に
移
転
し
、
よ
り
身
近
に

な
っ
た
田
川
地
区
人
権
セ
ン
タ
ー
。
ぜ

ひ
お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

人
間
が
人
間
ら
し
く
生
き
る
権
利
「
人
権
」。

文
字
ど
お
り
、
人
が
誰
し
も
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
持
っ
て
い
る

“
あ
た
り
ま
え
”
で
“
か
け
が
え
の
な
い
”
権
利
で
す
。

こ
の
人
権
の
大
切
さ
を
訴
え
、
人
権
に
関
わ
る
問
題
の
解
決
を
め
ざ
す

「
田
川
地
区
人
権
セ
ン
タ
ー
」
が
、
福
智
町
に
移
転
し
ま
し
た
。

み
ん
な
の
た
め
の

人
権
セ
ン
タ
ー

お
気
軽
に
ご
利
用
を

人
権
啓
発
・
相
談
ほ
か

本
や
ビ
デ
オ
の

無
料
貸
し
出
し
も
可

知られざる田川の歴史「三発目の“原爆”」原画展 開催中！
昭和20年11月、二又トンネル（添田町）に格納さ
れていた532㌧の火薬が大爆発。約300人
が死傷したこの惨事を、当時11歳で現場付
近に住んでいた佐々木盛弘さんが文と絵で
つづった「三発目の“原爆”」の原画展です。
期間　１月31日火まで
場所　同和対策研修センター １階ロビー

↑山が２つに割れた「二又トンネル爆発」
で、家族を失った佐々木盛弘さんの文
と絵に、平和の尊さを考えさせられます。

観覧無料

　 同和対策研修センター１階
　 （福智町赤池970番地4）
　 28-5230
　 8:30～17:00（月～金）

家庭でも欠かせない人
権教育のために、現
状を知ることから始め
てみませんか。ぜひ
お子さんと一緒にセン
ターへお越しください。

田川地区人権センター 堀内 忠 事務局長

田川地区人権センター

↑本やビデオは、貸出簿に記入すれば簡
単に借りられます。ぜひ一度ご覧ください。

田川地区人権センターのご案内
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平成24年度の園児を受け付けます

保育所（園）は、保護者が共働きや病気などで家庭で保育できない時に、
保護者にかわって保育することを目的とした児童福祉施設です。

　
４月継続・新規入所（園）希望の人
※ 期限内に申し込みがない場合は４月に
　入所できなくなります。

　
第１希望の保育所（園）、保育所担当課

（役場本庁・赤池支所・方城支所）

　
1 保育所入所申込書一式
※保育所担当課または保育所（園）にあり
　ます。なお、入所申込の封筒に入って
　いない「保育に欠ける理由書」　などの様
　式は、保育所担当課または保育所（園）
　で請求ください。
2 所得税額等の調査に関する同意書
※申込書中に自署記載欄があります。

3 入所希望年度の前年分の源泉徴収
　票または確定申告書（控）および所
　得課税証明書など
4 印鑑
※ 仕事による保育希望は就労・内職証明
　書を、病気・出産などによる保育希望は、
　診断書や母子手帳など、状況のわかる
　ものを添付してください。

　
保護者・同居の親族等が、次の❶から
❼のいずれかの事情によりお子さんを
保育できないと認められる場合。
❶居宅外で労働を常態としている。
❷居宅内で日常の家事以外の労働をす
　ることを常態としている。
❸妊娠中であるか、または出産後まも

　ない（最長、産前産後各 8 週間）。
❹疾病もしくは負傷しているか、また
　は精神や身体に障害がある。
❺長期の疾病状態や精神、身体に障害
　のある同居親族を常時介護している。
❻災害の復旧にあたっている。
❼前号のいずれかに類する状態で町長
　が認めた場合。

※ 書類に不備がある場合は受け付けせず
　に一度返却しますので、必要書類をそ
　ろえ、再度提出してください。

※ 保育料の滞納がある人は、納付誓約後
　の受け付けとなります。

※ 保育料はお子さんの年齢と保護者の所
　得税によって決定します。

問 福祉課 福祉係  ☎ 22-7763

　 　１月23日㊊～２月17日㊎

平成24年度の児童を受け付けます

学童クラブは、両親が昼間家にいない児童が待機する放課後の居場所。
常勤の指導員が、お子さんの健やかな成長を援助します。

　童クラブごとに金額が異なります。詳
　しくはご希望の学童クラブまでお問い
　合わせください。

　
学童クラブは、学童クラブを利用する
保護者が中心となって運営されていま
す。「定例会」は指導員から子どもたち
の様子を聞きながら意見を出し合う場
です。保護者のご参加をお願いします。

問 児童センター  ☎ 22-7403

※ 期間内に申請した人の審査結果は、3
　月末までに郵送で通知する予定です。

※ 各学童クラブ、定員になり次第締めき
　りますので、ご了承ください。

　
学童クラブ、児童センター、学童クラブ
担当課（役場本庁・赤池支所・方城支所）

　
1 入所申請書 2 監護に欠ける状況を
証明するもの（就労を理由とする場合
は雇用証明書） 3 届出事項 4 誓約書 
5 傷害保険料３千円（年額） 
※申請書は左記の「受付場所」で配布。

※ 必要書類をすべてそろえてお申し込み
　ください。必要書類がそろわない人は、
　希望入会日の審査対象になりません。

　
町内の小学１～３年生で、右記の❶ま
たは❷のいずれかに当てはまり、放課
後帰宅しても監護することができない
世帯の児童が入所できます。

❶両親が共働きで、放課後帰宅しても
　 監護することができない世帯
❷保護者が就労や病気などで放課後に
　監護することができないひとり親世帯
※ 保護者や同居家族が監護できる場合
　は、対象になりません。

※ 心身に障害があり、集団生活が困難な
　場合は入所できません。

　
４月１日～翌年３月31日までの１年間
※日曜日、祝日、盆、年末年始などは含
　まれていません。

※原則、年度途中の退所はできません。

　
授業のある日▶授業終了時～18：00
授業のない日▶ 8：00 ～ 18：00

　 （１人）
傷害保険料（年）▶３千円
負担金（月）▶３千５百円＋実費徴収分
※おやつ代や教材費、保護者会費、特別
　会費などを含めた「実費徴収分」は、学

　 　２月１日㊌～２月29日㊌

町内の　　　　　　をご紹介

弁城1840番地4
7：30～19：00
22-4476

伊方3958番地1
7：30～19：30
22-0253

町内の　　　　　をご紹介

伊方4491番地2
7：30～19：30
22-0450

伊方4448番地
7：00～20：00
22-5177

赤池859番地
7：30～19：00
28-2257

上野2197番地
7：30～19：00
28-2244

市場692番地
7：30～19：00
28-2635

赤池418番地47
7：30～19：00
28-3073

神崎1444番地
7：30～19：00
22-3399

金田958番地6
7：00～19：00
22-0435

金田1366番地2
7：30～19：30
22-4435

金田273番地1
7：00～20：00
22-3653

弁城1936番地
22-4788

金田962番地
22-0171

金田273番地
22-3653

伊方4448番地
22-5177

市場334番地
28-2999

伊方3922番地
22-6743

上野2622番地
学童専用携帯

080-6443-5695
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Medical health

1月16日から2月15日までの保健事業日程

1月18日 ㊌【1歳 6か月児健診】
1歳 6か月～1歳 7か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

1月19日 ㊍【7～8か月児健診】
7～8か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

1月19日 ㊍【乳幼児相談】
2か月児と、身体計測や育児相談などの希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］14:30～15:00

1月25日 ㊌【ポリオ（小児マヒ）予防接種】
3か月～18か月児を対象（90か月未満まで接種可）

［会場］方城保健センター　［受付］13:20～14:20

1月27日 ㊎【健康相談】
健診結果や介護など相談希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:30～15:30

2月1日 ㊌【4～5か月児健診】
4～5か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

2月8日 ㊌【3歳児健診】
3歳～3歳1か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

2月15日 ㊌【7～8か月児健診】
7～8か月児を対象（個人通知します）

［会場］コスモス保健センター　［受付］13:00～14:00

2月15日 ㊌【乳幼児相談】
2か月児と、身体計測や育児相談などの希望者を対象

［会場］コスモス保健センター　［受付］14:30～15:00

※金田・方城地区での健康相談をご希望の場合は、コスモス
保健センターまでお気軽にお問い合わせください。各保健
センターなどでご希望に応じて実施いたします。（予約制）

問 コスモス保健センター　☎ 28-9500

国民健康保険の特定健診はお済みですか？
　国民健康保険に加入している40～74歳を対象とした特
定健診は、「治療中」でも受けられます。生活習慣病の原因
となるメタボリック・シンドロームの危険度を測定、解消し、
健康な体をめざす特定健診。今年度の実施期間は平成24
年１月末までです。ぜひ積極的に受診しましょう。

対象▶ 40～74 歳で、今年の４月１日から継続して国民健
　　　康保険に加入している人
受診場所▶指定医療機関
必要なもの▶保険証・受診券

問 住民課 保険係　☎ 22-7761

人のうごき（福智町の人口）

Fukuchi town

Fukuoka
prefecture

42.04k㎡

お亡くなりになったみなさんのご冥福を、心より
お祈り申し上げます。 福智町長・福智町議会議長

弔電はひかえさせていただいています

おさめて安心（税の納期限）

チクホーnet（近隣の催し）
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保健師だより№57▶運動教室

5 月に
医療機関一覧
と受診券を
お送りして

います。

●人口 24,966 人
　　　 前月比＋7人
　　　 前年比－231人
　男性　11,818 人
　女性　13,148 人
　　　 転入 61 人・転出 41 人
　　　 出生 13 人・死亡 26 人
●世帯 11,204 世帯
　　　 前月比＋9世帯
　　　 前年比＋25世帯
　　　 ※ 平成23年11月末現在（住民基本台帳人口）

●国民健康保険税［7 期］ 1月31日火 が納期限です

【田川市】

【添田町】

ヤマの訪問者 /世相
1月11日水～ 2 月12 日日
9時30分～17時30分（石炭・歴史博物館）
料金：小中生50（30）円、高校生100（70）円
　　 大人210（150）円 ※（）内は団体料金
休館日：月（月が祝日の時は火）
山本作兵衛氏の貴重な原画を特別公開しま
す。ぜひこの機会にご参加ください。
問 石炭・歴史博物館 ☎44-5745
添田町町政100周年記念誌＆切手販売中
添田町の歴史が「ギュッ」と詰まった100周
年記念誌と豊かな自然や文化財など添田町
の名所で彩る記念切手を販売中です。

問 添田町役場総務課 ☎82-1231

↑記念誌㊨は1,000円、切手㊧は800円
で販売中です。ぜひお買い求めください。

対象：20歳以上の町民
日程：毎週水曜日
時間：13時30分～14時30分
内容：ボールエクササイズ、ストレッチなど
料金：月1，200円、保険料は別途年間
　　　800円（64歳以下は1，600円）
会場：金田保健センター

/ コツ・骨教室

対象：65歳以上の町民
日程：毎週火曜日
時間：13時～14時
内容：軽いエアロビクス、ストレッチなど
料金：年間3，400円、保険料は別途年間
　　　1，600円
会場：コスモス保健センター（赤池）

/ いきいき体操クラブ

対象：20歳以上の町民
日程：毎週金曜日
時間：13時30分～15時
内容：エアロビクス、ストレッチなど
料金：年間2，400円、保険料は別途年間
　　　1，600円
会場：福智町体育センター（赤池）

/ ステップクラブ

対象：20歳～55歳の町民
日程：毎週水曜日
時間：19時20分～20時50分
内容：姿勢や体のバランス調整、運動など
料金：月2，000円、保険料は別途年間
　　　1，600円
会場：方城保健センター

/ 健康づくり教室

対象：60歳以上の町民
日程：毎週水曜日
時間：９時45分～11時
内容：軽い運動、ストレッチなど
料金：月1，000円、保険料は別途年間
　　　800円（64歳以下は1，600円）
会場：方城保健センター

/ はつらつ運動教室

　健康のためには運動・栄養・休養が大切。わかってい
ても、ついつい食べ過ぎたり、運動不足になったりして
いませんか。年を重ねても、筋力は鍛えれば向上します。
運動することは、筋肉や骨の老化を防ぐだけではな
く、心臓や脳の神経をよい状態に保ちます。毎日、積
極的に体を動かして、筋肉を鍛えるようにしましょう。

●対象年齢に該当する人は、住んでいる地域にかかわらず、ど
　の教室でもご利用できますが、定員がありますので、なるべ
　く早くお申し込みください。
●料金は参加人数の増減により、変更することがあります。また、
　保険料は平成24年４月からは変更予定です。
●病気治療中の人は、主治医に運動教室に参加してよいかを確
　認のうえ、お申し込みください。
●参加できるのは、１人１教室のみです。同時期に重複して参加
　することはできません。
問コスモス保健センター  ☎ 28-9500

運動のポイントとアドバイス

◉日常生活で、できるだけ歩くように
　意識する（店などの駐車場に車を停
　車するときは、遠くにとめる。エスカ
　レーターではなく階段を使うなど）。
◉腹筋や、いすから立ち上がる運動な
　ど筋力トレーニングを短時間（５分程
　度）でもいいので毎日続ける。
◉続けることが難しいと感じたら、誰
　かと一緒に取り組んだり、日記をつ
　けて振り返ったりすると継続しやす
　くなります。
※１人では、運動を続けられそうにな
　い人、保健センターなどで運動教室
　を行っていますので、仲間と一緒に
　運動し、楽しい健康づくりを始めま
　せんか。
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▶福智町役場本庁 ☎ 22-0555（代表）▶赤池支所 ☎28-2004  ▶方城支所 ☎22-0520

「募集」「イベント」「相談」などなど、あなたの暮らしに役立つ〝情報満載〟のコーナー

環境衛生係からお知らせ

❸
た
の
し
い
お
は
な
し
会
▼
1
月
27
日
金

（
赤
い
ふ
う
せ
ん
の
会
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
）

問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
２
２ｰ

２
４
０
１

　

ほ
の
ぼ
の
館
で
は
、
毎
回
テ
ー
マ
を
変
え

て「
解
放
講
座
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
回

は「
ハ
ン
セ
ン
病
」
を
テ
ー
マ
に
、
福
智
町
に

住
む
私
た
ち
の
課
題
を
考
え
ま
す
。

日
時　

１
月
18
日
水
19
時
～

場
所　

ほ
の
ぼ
の
館

問
ほ
の
ぼ
の
館　

☎
２
２ｰ

６
２
９
０

　

交
通
事
故
で
お
困
り
の
人
は
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
月
16
日
月
10
時
～
15
時

場
所　

田
川
市
役
所
市
民
課

問
福
岡
県
交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
９
２ｰ

６
２
２ｰ

０
４
０
３

募
集
住
宅　

県
内
に
所
在
す
る
県
営
住
宅

募
集
期
間　

1
月
10
日
火
～
1
月
18
日
水

募
集
案
内
配
布
場
所　

役
場
住
宅
課

問
県
住
宅
供
給
公
社
県
営
住
宅
管
理
部

　

☎
０
９
２ｰ

７
８
１ｰ

８
０
２
９

入
場
料

大
人
▼
２
千
円

小・中
▼
５
０
０
円

チ
ケ
ッ
ト
販
売

福
智
町
中
央
公
民
館
、
金
田
分
館
、方
城
分
館

問
教
育
委
員
会 

生
涯
学
習
課

　

☎
２
８ｰ

２
０
４
６

　

県
の
最
低
賃
金
は
平
成
23
年
10
月
15
日
に

改
正
し
、
時
給
６
９
５
円
に
な
っ
て
い
ま
す
。

使
用
者
も
労
働
者
も
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

問
福
岡
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
課

　

☎
０
９
２ｰ

４
１
１ｰ

４
５
７
８　

　

誰
で
も
参
加
で
き
る「
ほ
の
ぼ
の
介
護
予
防

教
室
」。
今
回
は
福
祉
用
具
と
介
護
機
器
の
使

い
か
た
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
参
加
無
料
。

日
時　

1
月
25
日
水
9
時
50
分
～

場
所　

方
城
保
健
セ
ン
タ
ー
2
階

問
方
城
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
２ｰ

６
５
５
６

　

慢
性
腎
臓
病
の
予
防
啓
発
講
演
会
や
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
糖

尿
病
を
指
摘
さ
れ
た
人
や
、
治
療
を
さ
れ
て

い
る
人
、
腎
臓
病
や
糖
尿
病
に
関
心
が
あ
る

人
は
参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
時　

2
月
12
日
日
13
時
～
15
時
30
分

場
所　

コ
ス
モ
メ
イ
ト
行
橋

問
福
岡
県
腎
臓
病
患
者
連
絡
協
議
会

　

☎
０
９
２ｰ

７
１
３ｰ

８
０
２
０

  

1
月
21
日
土
は
司
法
書
士
に
よ
る
特
別
相

談
を
実
施
し
ま
す
。
特
別
相
談
は
事
前
予
約

が
必
要
。
相
談
は
無
料
で
す
。

❶
日
時　

1
月
12
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

公
民
館 

方
城
分
館

❷
日
時　

2
月
2
日
木
10
時
～
15
時

　

場
所　

福
智
町
役
場 

赤
池
支
所

❸
日
時　

1
月
21
日
土
10
時
～
15
時

　

場
所　

金
田
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
智
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２ｰ

６
６
３
１

日
時　

1
月
13
日
金
9
時
～
10
時

場
所　

福
智
町
役
場 

本
庁
舎

問
役
場
福
祉
課　

☎
２
２ｰ

７
７
６
３

　

子
育
て
に
つ
い
て
一
人
で
悩
ま
ず
、
お
し
ゃ

べ
り
会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
。

日
時　

1
月
26
日
木
10
時
～
12
時

場
所　

コ
ス
モ
ス
保
健
セ
ン
タ
ー 

会
議
室
１

問
子
育
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
岸
谷
さ
ん　

　

☎
０
９
０ｰ

７
３
８
０ｰ

４
５
５
８

　

就
学
前
の
親
子
が
対
象
で
す
。
す
べ
て
10

時
30
分
開
始
。
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

❶
親
子
リ
ズ
ム
遊
び
▼
1
月
13
日
金

❷
誕
生
会
▼
1
月
20
日
金

※
1
月
生
ま
れ
の
お
子
さ
ん
は
18
日
水
ま
で

　

に
予
約
し
て
く
だ
さ
い

福
智
町
で
の
11
月
中
の
件
数
で
す
。

【
事
件
発
生
件
数
８
件
】

オ
ー
ト
バ
イ
・
自
転
車
盗
難
▼
３
件

車
上
荒
ら
し
▼
３
件　

万
引
き
▼
１
件

空
巣
・
忍
び
込
み
な
ど
▼
１
件

【
事
故
発
生
件
数
11
件
】

死
亡
▼
0
人　

負
傷
者
▼
16
人

　

心
の
悩
み
や
病
気
に
つ
い
て
の
相
談
窓
口
を

開
い
て
い
ま
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

1
月
10
日
火
10
時
～

場
所　

田
川
保
健
福
祉
事
務
所
４
階

問
田
川
保
健
福
祉
事
務
所
☎
４
２ｰ

９
３
０
７

　

法
務
局
田
川
支
局
で
は
、
相
談
無
料
の
特

設
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
相
続
や
遺
言
、

登
記
、
人
権
擁
護
な
ど
で
お
困
り
の
人
は
、

こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

日
時　

2
月
12
日
日
10
時
～
16
時

場
所　

田
川
市
民
会
館

問
法
務
局
田
川
支
局　

☎
４
４ｰ

１
４
２
６

　
「
福
智
町
音
楽
祭
」の
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
部
が

次
の
と
お
り
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
プ
ロ
の
音
色
を
ご
体
感
く
だ
さ
い
。

日
時　
２
月
26
日
日
14
時
30
分
～（
14
時
開
場
）

場
所　

福
智
町
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー

演
奏
者　

大
萩
康
司（
ギ
タ
ー
）、奥
村
智
洋（
バ

　
　
　
　

イ
オ
リ
ン
）、
永
田
郁
代（
ピ
ア
ノ
）

場
を
離
れ
て
い
る
保
育
士
の
み
な
さ
ん
の
保

育
所
な
ど
へ
の
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
、

無
料
で
研
修
を
行
い
ま
す
。

日
時　

2
月
9
日
木
～
10
日
金

場
所　

田
川
市
民
会
館　

対
象
者　

保
育
士
資
格
を
有
す
る
人

申
込
期
限　

2
月
2
日
木

問
福
岡
県
保
育
協
会

　

☎
０
９
２ｰ

５
８
２ｰ

７
９
５
５

　

相
談
会
に
は
司
法
書
士
の
ほ
か
公
証
人
も

参
加
し
ま
す
。
身
近
な
法
律
ト
ラ
ブ
ル
に
つ

い
て
一
人
で
悩
ま
ず
、
ま
ず
は
お
気
軽
に
ご
相

談
下
さ
い
。
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
時　

1
月
28
日
土
10
時
～
15
時

場
所　

赤
村
住
民
セ
ン
タ
ー

予
約
電
話　

☎
４
４ｰ

２
５
３
０

※
事
前
予
約
優
先（
定
員
20
組
）

問
福
岡
県
司
法
書
士
会
筑
豊
支
部

　

☎
４
５ｰ

３
９
９
６

　
　
　

そ
の
他
関
心
が
あ
る
人

日
時　

1
月
24
日
火
13
時
30
分
～
16
時
30
分

場
所　

福
岡
県
飯
塚
総
合
庁
舎
大
会
議
室

定
員　

30
人（
要
申
込
）

問
福
岡
県
福
祉
労
働
部
新
雇
用
開
発
課

　

☎
０
９
２ｰ

６
４
３ｰ
３
５
８
６

　

広
報
紙
12
月
号
の
22
ペ
ー
ジ
に「
冷
蔵
倉

庫
用
家
屋
の
固
定
資
産
税
」の
記
事
を
掲
載

し
ま
し
た
が
、
記
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
て
訂
正
い
た
し
ま
す
。「
❹
冷
蔵
倉

庫
部
分
が
床
面
積
の
50
％
以
下
」
と
表
記
し

て
い
ま
し
た
が
、
正
し
く
は「
❹
冷
蔵
倉
庫

部
分
が
床
面
積
の
50
％
以
上
」で
す
。

問
役
場
税
務
課　

☎
２
２ｰ

７
７
６
２

　

総
務
省
と
福
岡
県
で
は
、
毎
月
労
働
力
調

査
を
実
施
し
、
我
が
国
の
雇
用
や
失
業
の
実
態

を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
調
査
対
象
に
な
っ

た
世
帯
に
は
、
1
月
10
日
か
ら
調
査
員
が
お

伺
い
し
ま
す
の
で
、ご
回
答
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
県
庁
調
査
統
計
課
生
活
統
計
第
一
係

　

☎
０
９
２ｰ

６
５
１ｰ

１
１
１
１

　

母
子・父
子
家
庭（
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
）

を
対
象
に
就
職
支
援
事
業
を
行
い
ま
す
。
ま

た
、
母
子
・
父
子
家
庭
や
離
婚
協
議
中
の
人

を
対
象
に
養
育
費
の
電
話
相
談
も
行
い
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
県
母
子
家
庭
等
就
業・自
立
支
援
セ
ン
タ
ー

　

☎
０
９
４
８ｰ

２
１ｰ

０
３
９
０

　

経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査
は
、
す
べ
て
の

企
業
・
事
業
所
を
対
象
に
実
施
し
ま
す
。
調
査

員
が
１
月
末
ま
で
に
調
査
票
を
配
布
。そ
の
後
、

回
収
に
伺
い
ま
す
。
調
査
内
容
は
統
計
作
成

以
外
に
使
用
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
役
場
ま
ち
づ
く
り
総
合
政
策
課

　

☎
２
２ｰ

７
７
６
６

　

結
婚
や
出
産
、
定
年
な
ど
に
よ
り
保
育
現

　

宅
地
・
建
物
の
取
得
・
登
記
に
関
す
る
相
談

な
ど
、住
宅
関
連
の
相
談
を
無
料
で
行
い
ま
す
。

日
時　

1
月
19
日
木
10
時
～
15
時

場
所　

田
川
市
役
所
１
階
※
事
前
予
約
優
先

相
談
員　

司
法
書
士
・
税
理
士
・
建
築
士

問
田
川
市
住
宅
管
理
公
社
☎
４
４ｰ

９
８
８
８

　

一
般
運
用
を
停
止
し
た
旧
車
両
を
、
地
域

の
皆
さ
ん
へ
開
放
し
て
い
ま
す
。
趣
味
の
作

品
展
や
バ
ザ
ー
、
農
水
産
加
工
品
販
売
な
ど

に
利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
営
利
利
用
以
外

は
原
則
無
料
、営
利
利
用
は
一
日
１
千
円
で
す
。

問
平
成
筑
豊
鉄
道　

☎
２
２ｰ

１
０
０
０

　

仕
事
と
子
育
て
を
両
立
す
る
た
め
の
法
制

度
や
助
成
金
の
紹
介
、
セ
ク
ハ
ラ
・
パ
ワ
ハ
ラ

の
な
い
職
場
を
目
指
す
研
修
会
で
す
。

対
象　

事
業
主
、
人
事
労
務
部
門
の
担
当
者
、

心
配
ご
と
相
談

ほ
の
ぼ
の
介
護
予
防
教
室

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
行
事

福
岡
県
巡
回
交
通
事
故
相
談

み
ん
な
で
お
し
ゃ
べ
り
会

へ
い
ち
く
旧
車
両
一
般
開
放

補
聴
器
相
談

県
営
住
宅
入
居
者
募
集

腎
臓
病
を
考
え
る
セ
ミ
ナ
ー

住
宅
に
関
す
る
無
料
相
談

事
件
・
事
故
発
生
件
数

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

平
成
24
年
経
済
セ
ン
サ
ス-

活
動
調
査

１
月
の
解
放
講
座

福
岡
県
最
低
賃
金
の
お
し
ら
せ

無
料
法
律
相
談
会

仕
事
と
子
育
て
両
立
支
援
研
修
会

保
育
士
の
現
場
復
帰
促
進
研
修
会

全
国
一
斉
法
務
局
休
日
相
談
所
開
設

母
子
・
父
子
家
庭
の
就
業
支
援

労
働
力
調
査
に
ご
理
解
を

福
智
町
音
楽
祭
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
部

↑車両内は幅14㍍、奥行き0.9㍍。利用できる期間は最
長２週間で、９時30分から16時30分まで利用できます。

お
詫
び
と
訂
正

赤池・上野・市場地区
粗大ごみを２月に収集
粗大ゴミ専用シール（200円）を貼
り午前８時までにお出しください。

問役場住民課環境衛生係☎22-7761
↑まだ意味は分からなくても
絵本と親しむことは重要です。

↑経済センサスのキャラクター「ビル
くん㊨とケイちゃん㊧」。回答結果
は地域産業振興などに活用します。

下町、大和町、東組、中組、西組、
岩屋組、岩屋団地、上の原団地、
赤池団地、板屋団地、稲荷町、昭
和町、本町、貴船、旭ヶ丘、暁町、
車道、徳人原、ひまわり団地、高
尾団地、高尾、下寿、上寿、西寿

伏原地区、西ヶ丘、南町団地、南
町、西町、下西町、中町団地、中
町、東町、北町、新町、下桜、上
桜、朝日町、中央台、松本町、小藤、
小藤団地、花園、コスモスタウン

緑ヶ丘NT、赤池NT、桜NT、生
力NT、吉ヶ浦、市場団地、猿田、
猿畑、7 区、8 区、草場、サン
タウン

上野地区

２月
4日土

２月
11日土

２月
18日土

２月
25日土
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　伊方橋の老朽化に伴い、８年間にわたり県が
整備していた方城伊方大橋が11月27日に開通。
関係者約80人が出席し、完成記念式典が執り
行われました。式典では、町長が「旧方城町時
代から８年かけてようやく完成しました。今後
は地域の架け橋となる重要な交通路として活
用したい」とコメント。関係者がテープカットし
たのち、列席者と共に渡り初めを挙行しました。
新しい橋の欄干には、彦山川がカモの飛来地で
有名なことから、カモのレリーフが描かれ、四隅
の石柱には町花の「藤」があしらわれています。

方城伊方大橋完成記念式典地域発展への期待を込めて

▶今月は３ページでお送りします！

伊方小で人権教室人権の花が世界で咲き誇ることを願う

　伊方小の一年生53人が11月24日、土に返る紙製の風船に
ヒマワリの種を付けて一斉に飛ばしました。これは、田川人権
擁護委員協議会が進める「人権の花」運動の一環で、花を育て
て命の尊さや思いやりを学ぶことが目的です。児童は種を入
れた袋に「大事に育ててください」などのメッセージを添え、
風船が大空に舞い上がると、歓声をあげて見送っていました。

↑「やったー」「頑張れ」と声援を送り、風船が見えなくなるまで見つめる児童たち。

↓参加者全員でこぶしを突き上げ、声をそろえてシュプレヒコールを上げました。

　暴力のない明るい町づくりを目指した「福智町暴力等追放町
民大会」が12月４日に地域交流センターで開かれ、行政関係者
や住民など約350人が参加しました。参加者は「あらゆる暴
力犯罪を断固追求しよう」などとする決議文を採択したのち、
全員で「安全で安心な社会を実現するために頑張ろう」とシュ
プレヒコールを上げ、暴力追放への気運を高めていました。

第２回福智町暴力等追放町民大会地域一丸で暴力追放への決意新たに
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俳
句
・
短
歌
教
室
の
詠
歌
紹
介

心
映
の
投
句

↓地域の活性化を担う橋として期待を込めて行われたテープカット。記念式典を華 し々く彩り、開通を祝いました。

昔の写真を探しています！
問総務課広報・広聴係
　☎22-0555

町制15周年記念行事と併せ
て盛大に開催された旧赤池町
庁舎新築落成式。炭鉱隆盛
期のこの年は世帯数が3,789、
人口が17,447人で、旧赤池町
の人口が一番多いときでした。

旧赤池庁舎新築落成式
提供者●不明
撮影日●昭和28年11月28日

▶「不況」「金融危機」など、
暗いニュースが飛び交った
昨年。特に「東日本大震災」
と「原発」は日本のみならず
世界を悲しみの渦へと引き
込んだ。そんな中、昨年を表
す漢字に「絆」が選ばれた。
「無縁社会」が流行語となっ
たのが一昨年。忘れがたい
経験を「絆」に変えて互いを
思いやる気持ちを自覚しない
といけないと思った。（久原）

▶見知らぬ誰かが発した何
気ない一言が、全く別の誰
かの心に響く…140字以内
で気軽にその時の思いを発
信できる「ツイッター」などの
普及で、こういったことも日
常的になってきました。無機
質なコミュニケーションが問
題視される反面、素人発の
名言が日々生み出され、今
も誰かの心を元気づけてい
るのかもしれません。（日吉）



24

↓２分間の飛行で上空20㍍まで上昇。子どもたちの「ヤッホー」という、元気な声が大空に響いていました。

25

↓勢いよく駆け出した低学年男子の部。懸命に走る姿に盛大な声援が送られました。

第６回福智町ふれあいマラソン大会過去最多の92人が健脚を競う

　町子ども会育成連絡協議会主催の「ふれあいマラソン大会」
が11月20日に彦山川・中元寺川合流点河川敷で開催されま
した。寒風が吹き抜ける中、過去最多の町内小中学生92人
が参加。学年や男女別に分かれ、健脚を競いました。沿道の
温かい声援を背に、ほおを赤らめて駆けぬけた子どもたち。
息を切らしながらも、すがすがしい表情を浮かべていました。

森涼太くんが「税の標語」で田川間税会会長賞受賞赤池中の森くんが税の標語で快挙達成

↑「初めてこのように表彰されたのでうれしいです」と言い、賞状を受け取る森くん。

　赤池中２年の森涼太くんが「税の標語」で田川間税会会長
賞を受賞しました。これは、11月11日から17日までの「税を
知る週間」にちなみ、税の意義などを理解してもらう目的で
全国間税会総連合会が毎年行っている取り組みです。森くん
の作品「活

い

きてます社会を築く消費税」は約1000点の応募
から３点の中に選ばれた１点で、賞状と賞品が贈られました。

↓福引きコーナーでは、山積みに用意された賞品があっと言う間になくりました。

　12月２日から３日にかけて、金田恵比須神社奉賛会主催の
「恵

え

比
び

須
す

祭り」が金田菅原神社境内で開かれました。会場に訪
れた約2000人は食物や日用品が当たる福引きや富くじを楽し
み、家内安全や商売繁盛などを祈願。場内では、参拝客に縁
起をもたらす「打ちこみ」が行われ、威勢のいいかけ声と手締
めのかん高い音が、年の瀬の招福行事を盛り上げていました。

金田恵比須祭り福を授ける年の瀬の招福行事

↓首をかしげるような難題に苦労しながらも、チームで協力して答えを導きました。

親子でウォークラリー親子だんらんの一日に胸を弾ませて

　「親子でウォークラリー」が11月13日に方城児童センターで
行われ、９チーム48人が参加しました。方城地区の各所に設
けられた８つのチェックポイントの「なぞなぞ」をチームで協
力しながら解答し、日ごろ歩かない道で、新しい発見に胸を
弾ませてゴールを目指した参加者。終了後に振る舞われたカ
レーで疲れを癒やし、親子だんらんの一日を満喫していました。

福智町薬物・暴力追放教育講演会薬物と暴力のない明るいまちを目指して

　青少年の薬物乱用を防ぐとともに、暴力団追放への意識を
高めようと、11月19日に「薬物・暴力追放教育講演会」が金田
分館で開かれ、教育関係者など約150人が参加しました。講
演会のパネル討論では、町内３中学校の代表者６人が意見交
換し、「薬物も暴力団も、一度手を出したらやめられないこと
が分かった」と発表。身近に潜む危険を再確認していました。

↑赤池中の土肥良仁くんが生徒を代表して「薬物と暴力がない未来を願う」と宣誓。

福智「夢」バルーンフェスタ2011福智の上空から東北に元気を

　「福智『夢』バルーンフェスタ2011」が11月23
日に方城グラウンドで行われました。商工会青
年部によるこのイベントは、当初３月に予定して
いましたが、大震災に配慮して順延。「福智町か
ら元気を届けよう」と企画を練り直し、「がんば
ろう日本！」のタイトルを付けて初めての開催に
こぎ着けました。町内の小中学生の夢を記した
風船を飛ばす「バルーンリリース」や佐賀の熱気
球クラブ「風

かぜ

翔
しょう

軍
ぐん

」による「熱気球係留飛行体
験」に、親子連れなど約2000人が来場。福智
の空から東日本へ元気を届けているようでした。

第31 回福智町ともしび短歌大会個性豊かな秀歌がそろった短歌大会

　「第31回福智町ともしび短歌大会」が11月23日に金田分
館で行われました。短歌教室講師の柳原初子先生が10月20
日までに投稿された短歌73首の中から、特選４首と入選４首
を選出。教育委員長と文化連盟会長から受賞者それぞれに
賞状と賞品が手渡されたのち、柳原先生が講評を伝えました。
今回の優秀作品は22ページの「四季の歌」に掲載しています。

↑短い歌に自らの心情や感動を込める会員。力作がそろい、選出が難航しました。



みんなでつくる

ごきげんなページ“ふくたま”

　力士との共同作業が恒例
となった第一保育所の「もち
つき大会」が11月９日に行わ
れました。今回は佐渡ヶ嶽部
屋から琴

ことおおとり

鳳と琴
ことみょうざん

明山が訪れ、
園児約50人や地域住民と交
流。園児は日ごろ間近で見る

機会のない豪快な力士の姿に目を輝かせ、力士は「みなさんとのふ
れ合いで元気が出ました」と今後の活躍に英気を養っていました。

↑
重
い
き
ね
を
軽
々
と
持
つ
力
士

お相撲さんが園児と親交を深める

　高齢者の生きがいを支援す
る「福岡県ねんりんスポーツ・
文化祭」の将棋交流大会が11
月20日に行われ、福智の郷

さと

将
棋同好会（金田）の原田美喜男
さん（金田）がＢ級で３位、吉
田伸宏さん（金田）がＣ級で準

優勝に入賞しました。 将棋同好会では会員を募集して
います。お気軽にご連絡ください。問原田美喜男会長 ☎ 22-3437

↑
好
成
績
に
笑
み
を
こ
ぼ
す
両
名

県将棋大会で堂々の好成績を収める
　金田一区伝統芸能保存会が
11月19日、佐賀の祐徳稲荷
神社で獅子舞を奉納しました。
平成元年に京都の伏見稲荷大
社に奉納したことで始まった、
全国の稲荷神社を巡るこの取
り組みは、今回で６回目。祐徳

稲荷神社には、約20年ぶりに奉納しました。今後も町指定無形民
俗文化財「獅子楽」を普及するために全国へアピールしていきます。

↑
境
内
で
華
麗
に
乱
舞
す
る
獅
子

佐賀の祐徳稲荷神社で伝統の舞を披露

　旧赤池10区青壮年会（池田
義介会長）による伝統行事、
岩屋神社の「神待ち」が11月
26日に行われました。これは、
神無月に出雲に出向いていた
神様を待ち受ける行事で、地
域では「かんまち」と呼ばれ、

50年以上も続くと言われている地域の伝統行事です。この日は、
地域住民約30人が参加。翌朝の６時まで神様の帰りを待ちました。

↑
社
内
で
神
様
を
出
迎
え
る
会
長

神様の帰りを地域が寄り添ってお出迎え

髙
たか

井
い

 琉
り

音
のん

くん❶
H23.1.1 生（神崎 福丸団地）

HAPPY
BIRTHDAY

 １月生まれ

葛
か

西
さい

 紗
さ

彩
あや

ちゃん❶
H23.1.31 生（赤池 高尾）

松
まつ

岡
おか

 琉
りゅう

獅
し

くん❶
H23.1.26 生（伊方 鶴ヶ丘）

諸
もろ

岡
おか

 秀
ひで

信
のぶ

くん❶
H23.1.4 生（市場 猿田）

相
あい

浦
うら

 彩
いろ

芭
は

ちゃん❶
H23.1.28 生（金田 成竹団地）

大
おお

堀
ほり

 明
めい

紗
さ

ちゃん❷
H22.1.5 生（金田 東金田）

原
はら

田
だ

 優
ゆ

和
な

ちゃん❶
H23.1.31 生（神崎 神崎２）

浦
うら

野
の

 麗
れ

桜
お

菜
な

ちゃん❷
H22.1.10 生（上野 天郷団地）

若
わか

林
ばやし

 秀
ひで

虎
とら

くん❷
H22.1.17 生（神崎 神崎２）

奈
な

須
す

 愛
あい

來
ら

ちゃん❸
H21.1.20 生（赤池 生力）

オール１本勝ちで大会２連覇達成
　糸田町スポーツ少年団柔道部に所属
している進秀成くん（伊方小２）が11月
13日に川崎町で開かれた「第29回川崎
町少年柔道大会」に出場し、連覇を達
成しました。小学２年生男子の部に出
場した進くんは、得意技の「払い腰」で
順当に決勝まで進出。優勝がかかった
試合でも、ものおじせずに得意技で相
手をねじ伏せ、勝利を勝ち取りました。

↑「
来
年
も
優
勝
し
ま
す
」と
意
気
込
む
進
く
ん
。

林
はやし

田
だ

 爽
しょう

来
き

くん❶
H23.1.4 生（伊方 日立）

東
とう

田
だ

 帝
てい

來
ら

くん❸
H21.1.10 生（神崎 笹尾）

梶
かじ

山
やま

 莉
り

希
のん

ちゃん❸
H21.1.14 生（伊方 湧渕団地）

朝
あさ

部
べ

 竜
りょう

太
た

郎
ろう

くん❶
H23.1.28 生（赤池 板屋団地）

　読書を身近に感じてもらう
目的で、金田小のPTAが11
月18日にブラックシアターを
披露しました。18人の委員が
この日のために６月からDVD
や絵本を見て準備を進め、小
魚の冒険物語「スイミー」を上

演。児童たちは「すごくきれいで、また見たいです」と感想を話し、
ブラックライトに浮かぶ幻想的な光景に引き込まれていました。

↑
幻
想
的
な
光
り
を
放
つ
パ
ネ
ル

金田小PTAがブラックシアターを熱演

辰
たつ

島
しま

 由
ゆ

里
り

ちゃん❸
H21.1.24 生（金田 平原団地）

大
おお

井
い

 蒼
そう

史
し

くん❸
H21.1.11 生（赤池 伏原団地）

中
なか

村
むら

 優
ゆう

月
づき

ちゃん❶
H23.1.31 生（金田 人見）

吉
よし

田
だ

 数
かず

教
き

くん❷
H22.1.18 生（金田 本町）

原
はら

田
だ

 一
いっ

冴
さ

くん❷
H22.1.30 生（弁城 浄万寺）

　アイスホッケークラブ「飯塚
シャークス」に所属する井藤貴
大くん（市場小４）と太田康真く
ん（市場小４）が、11月23日に
福岡市で行われた「市民総合
スポーツ大会」の小学生低学
年の部に出場。２人の活躍で

チームが優勝を飾りました。２人は「練習の成果が発揮できてうれし
い、次も優勝します」と話し、今後の活躍に意欲を燃やしていました。

↑
メ
ダ
ル
を
手
に
胸
を
張
る
２
人

氷上の格闘技で練習の成果を発揮

植
うえ

髙
たか

 碧
きよし

くん❷
H22.1.23 生（金田 上金田）

お子さんの笑顔を紙面に
飾りませんか。締切日はお
誕生月の前月10日。（土・日・
祝日は翌開庁日）今月は２
月に誕生日を迎える満１歳
～3歳までのお子さんの写
真を募集します。１月13日
金までに役場窓口で申し
込みください。（締切厳守）
▶役場総務課広報担当
　� ☎22-0555

笑顔募集中！

楠
くすの

木
き

 颯
そう

莉
ま

くん❷
H22.1.1 生（伊方 東古門）

　「松
しょうとうかん

濤館青少年空手道親善
大会」が11月６日、中央公民館
で開かれ、空友会が活躍しまし
た。【小１】優勝：宋龍輝【小２】
優勝：赤星朋泰、準優勝：河野
友紀、３位：西森友哉、江藤
純那【小４】準優勝：山本翔、

西森桃華、３位：石田愛海【小６】優勝：森田梨湖、準優勝：河野莉紗、
３位：満山美弥【中１】優勝：小松誠【高１・２】優勝：小松優毅（※敬称略）

↑
め
ざ
ま
し
い
活
躍
の
拳
士
た
ち

空友会の拳士が13のメダル奪取
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町長日誌町長日誌町長日誌町長日誌町長日誌町長日誌町長日誌町長日誌町長日誌町長日誌町長日誌

役
場

が地
域に
うか
がう
7日間

日 時 会 場

１月 17日火 19：00～ 公民館方城分館（伊方地区）

１月 18日水 19：00～ 公民館方城分館（弁城地区）

１月 24日火 19：00～ 公民館金田分館（金田地区）

１月 25日水 19：00～ 公民館金田分館（神崎地区）

２月 １日水 19：00～ 上野小学校（上野地区）

２月 ２日木 19：00～ 同和対策研修センター（赤池地区）

２月 ３日金 19：00～ 同和対策研修センター（市場地区）

行政報告会
次の日程で町の取り組みをご報告します。みなさんお誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

行政のこれまでと
これからを伝える

福
智
町

次の日程で町の取り組みをご報告します。みなさんお誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。次の日程で町の取り組みをご報告します。みなさんお誘い合わせのうえ、ぜひご参加ください。

お住まいの地区にかかわらずどこでも参加できます。

【出席者】町長・副町長・教育長・各課長等
問福智町役場 総務課  ☎ 22-0555

▼
技
術（
技
能
）が
向
上
し

た
り
、
人
間
的
に
ひ
と
回

り
大
き
く
な
っ
た
と
周
囲

が
感
じ
た
時
に
よ
く
使
用

さ
れ
る
表
現
に「
ひ
と
皮
む
け
る
」と
い
う
こ
と

ば
が
あ
る
。
人
は
何
枚
の
皮
に
お
お
わ
れ
て
生

ま
れ
て
く
る
の
か
わ
か
ら
な
い
が
、
脱
皮
す
る

回
数
が
多
け
れ
ば
多
い
ほ
ど
、
自
分
自
身
と
真し

ん

摯し

に
向
き
合
っ
て
い
る
と
言
え
る
の
で
は
な
い
か

▼
も
ち
ろ
ん
、
人
に
よ
っ
て
人
生
の
長
さ
に
違
い

は
あ
る
も
の
の
、
与
え
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
自

己
の
持
つ
可
能
性
を
最
大
限
に
引
き
出
し
、
伸

ば
し
て
い
こ
う
と
す
る
姿
勢
そ
の
も
の
が
、
こ
の

世
に
生
を
う
け
た
こ
と
に
対
す
る
最
も
誠
実
な

対
応
だ
と
考
え
る
が
、
ど
う
だ
ろ
う
か
。
確
か

に
、
一
人
ひ
と
り
人
生
観
も
異
な
り
、
各
人
各
様

の
価
値
観
に
基
づ
い
て
生せ

い

を
営
ん
で
い
る
わ
け
だ

か
ら
、
一
概
に
決
め
つ
け
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
か

も
知
れ
な
い
が
…
▼
と
は
言
え
、
少
な
く
と
も
人

間
関
係
に
お
い
て
は「
ひ
と
皮
も
ふ
た
皮
も
む
け

る
」努
力
を
惜
し
ん
で
は
な
ら
な
い
と
思
う
。
な

ぜ
な
ら
、
私
た
ち
は
好
む
と
好
ま
ざ
る
と
に
か
か

わ
ら
ず
、
他
者
と
の
か
か
わ
り
を
避
け
て
生
き
て

い
く
こ
と
は
で
き
な
い
の
だ
か
ら―

▼
い
ず
れ

に
し
て
も
、
毎
日
を
よ
り
良
き
日
々
に
す
る（
人

生
を
潤
い
の
あ
る
も
の
に
す
る
）た
め
に
は
、
意

識
的
に
そ
し
て
継
続
し
て
自
ら
の
変
革
を
図
る

こ
と
が
、
絶
対
的
な
条
件
で
あ
る
と
確
信
し
て

い
る
。
江
戸
時
代
前
期
の
儒
学
者
だ
っ
た
熊
沢

蕃
山
は「
憂
き
こ
と
の
な
お
こ
の
上
に
積
も
れ
か

し
、
限
り
あ
る
身
の
力
試
さ
ん
」と
歌
っ
て
い
る

が
、
わ
た
し
も
こ
の
心
意
気
で
精
励
し「
ひ
と
皮

む
け
た
ね
」と
言
わ
れ
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
う
。


